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連立方程式の解法を考えよう

一方の文字を消去する
方法はどんな方法だろうか

ｘかｙ、どちらかを消去して、加減法による
連立方程式の解法を考え合いました。

３ｘ＋４ｙ＝5 …①

４ｘ＋５ｙ＝6 …②

ｘ、ｙのどちらかの最小公倍
数を見つけて係数をそろえれ
ば、ｘ、ｙのどちらかが消去
されて、計算できる。

２つの式にかけ算をして、同
じ文字の係数を最小公倍数に
すると文字を消去することが
できた。

最小公倍数になるように係数をそろえる
ことを発見。小学校５年生の学びがここ
で生きる！これからも、これまでの学びを
生かしながら工夫して学んでいって！

黒板で自分の考えを書く◎説明する◎

ｘを消去する人は左手・ｙを消去する人は右手◎

自分の考えをしっかりと書く◎

友と教え合う◎
考え合う◎

２つの文字
のうち、一
方の文字を
消したい！

最小公倍数に
して、係数を
そろえれば消
せる！

①を４倍 ②を３倍
12ｘ＋16ｙ＝20
12ｘ＋15ｙ＝18

①を５倍 ②を４倍
1５ｘ＋20ｙ＝25
16ｘ＋20ｙ＝24

ノートにメモ！

あとは加減法を使えばできる！
解けたら、元の連立法手式に代入して成り立つことを確認！

問題 連立方程式をつくってみよう
大悟さんは自宅から５ｋｍ離れた図書館に
行きます。はじめは時速６ｋｍで歩いてい
ましたが、途中から時速３ｋｍで歩いたと
ころ、１時間後に図書館に着きました。時
速６ｋｍで歩いた道のりと時速３ｋｍで歩
いた道のりは、それぞれ何ｋｍですか。
＊答えは左下。この連立方程式を解いた
ら、校長まで教えてください。

ｘ＋ｙ＝５
ｘ/6＋ｙ/3＝１

問題の答え

この連立方程式は解ける
かな。ちなみに正答率は
63.0％（H29全国学調）

振り返り◎発見したことが書かれています◎


